
岩
手
高
等
学
校

国
語
科

学
習
指
導
案

実
施
日

平
成
十
五
年

十
月
十
七
日
（
金
）

実
施
ク
ラ
ス
（
普
通
科
）
二
年
Ｅ
組
（
男
子

名
）

指
導
者

外
舘
克
裕

20

科

目

名

「
国
語
Ⅱ
（
現
代
文
・
表
現
）
」

指

導

領

域

「
国
語
総
合
」
に
お
け
る
「
Ｃ

読
む
こ
と
」

単

元

名

現
代
文
・
表
現
編
﹇
二
﹈

評
論
③

教

材

名

教
科
書
名
『
明
解
国
語
Ⅱ
改
訂
版
』
（
三
省
堂
）

（
生
活
の
中
の
思
想
）

「
教
材
名
」
「
オ
バ
ケ
」
川
添
登

指
導

事
項

Ｃ
‐
「
エ

様
々
な
文
章
を
読
ん
で
、
も
の
の
見
方
、
感
じ
方
、
考
え
方
を
広
げ
た
り
深
め
た
り
す
る
こ
と
。
」

・
オ
バ
ケ
と
い
う
サ
ブ
‐
カ
ル
チ
ャ
ー
も
学
問
の
対
象
に
な
る
こ
と
を
知
る
。

単
元
の
目
標

・
カ
ナ
表
記
、
具
体
例
の
列
挙
、
対
比
、
引
用
、
逆
説
の
表
現
に
注
目
す
る
。

・
オ
バ
ケ
に
よ
り
与
え
ら
れ
る
、
生
活
に
深
み
を
加
え
る
思
想
に
つ
い
て
考
え
る
。

ア
「
関
心
、
意
欲
、
態
度
」
：
オ
バ
ケ
と
い
う
言
語
文
化
に
対
す
る
関
心
を
深
め
よ
う
と
す
る
。

評
価
観
点

イ
「
聞
く
・
話
す
能
力
」
：
カ
ゲ
の
思
想
に
つ
い
て
、
他
人
の
考
え
も
聞
い
た
う
え
で
、
自
分
な
り
の
考
え
も
話
す
。

と

ウ
「
書
く
能
力
」
：
現
代
の
オ
バ
ケ
と
い
う
目
的
に
応
じ
、
材
料
を
観
察
で
得
て
、
書
い
て
い
る
。

評
価
規
準

エ
「
読
む
能
力
」
：

芸
術
と
し
て
完
成
さ
れ
た
怪
談
の
読
書
に
親
し
ん
だ
り
す
る
。

オ
「
知
識
・
理
解
」
：
理
解
に
役
立
て
る
た
め
の
カ
ナ
表
記
、
漢
字
の
知
識
を
身
に
付
け
て
い
る
。

オ
バ
ケ
の
使
わ
れ
て
い
る
「
語
彙
を
豊
か
に
身
に
付
け
て
い
る
」
。

年
間
指
導
計
画

学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
「
読
む
こ
と
」
の
指
導
事
項
の
年
間
計
画
の
概
要
は
、
詳
細
を
別
紙
に
示
す
。
こ
れ
ま
で
に
、
リ
ラ
イ
ト

に
お
け
る

さ
れ
た
怪
異
小
説
の
面
白
さ
を
知
り
、
随
筆
の
個
性
あ
る
視
座
に
触
れ
、
詩
の
幻
想
に
浸
り
、
時
代
状
況
が
象
徴
さ
れ
た
小
説
を
読
み

位
置
付
け

と
き
、
修
辞
に
つ
い
て
考
え
て
き
た
。

本
単
元
の
位
置
付
け
は
、
こ
れ
ら
の
学
習
を
ま
と
め
る
も
の
で
あ
る
。
オ
バ
ケ
か
ら
言
語
文
化
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
。

一
時
間
目
：
〈
題
名
読
み
〉
―
オ
バ
ケ
に
対
す
る
関
心
を
確
認
す
る
。
本
文
を
通
読
し
、
概
要
を
把
握
す
る
。

単
元
の

二
時
間
目
：
小
テ
ス
ト
―
漢
字
①
。
段
落
ご
と
の
内
容
を
整
理
す
る
。

指
導
計
画

三
時
間
目
：
小
テ
ス
ト
―
漢
字
②
。
対
比
を
表
に
ま
と
め
る
。

四
時
間
目
：
（
本
時
）
「
カ
ゲ
の
思
想
」
と
い
う
筆
者
の
主
張
に
つ
い
て
考
え
る
。

本
時
の
目
標

※
オ
バ
ケ
に
よ
り
与
え
ら
れ
る
、
生
活
に
深
み
を
加
え
る
「
カ
ゲ
の
思
想
」
に
つ
い
て
考
え
る
。

学

習

活

動

評
価
の
規
準
と

過
程

学
習
内
容

指

導

者

学

習

者

評
価
方
法

１

挨
拶
し
、
本
時
の
目
標
を
述
べ
る
。

１

挨
拶
し
、
学
習
す
る
態
勢
を
作
る
。

ア

学
習
す
る
態
勢
が

・
「
本
時
は
、
オ
バ
ケ
が
も
た
ら
す
生
活

本
時
の
内
容

を
見
通
す
。

で
き
て
い
る

観
察

の
深
み
に
つ
い
て
考
え
る
。
」

○
前
時
ま
で
の

２

〈
ま
く
ら
〉
―
ビ
デ
オ
を
上
映
し
、

２

オ
バ
ケ
文
化
の
一
端
に
触
れ
る
。

ア

関
心
は
湧
い
た
か
。

学
習
の
確
認

オ
バ
ケ
文
化
の
一
端
を
示
す
。

入

「
零
落
し
た
神

３

学
習
材
へ
の
態
度
を
決
め
さ
せ
る
。

３

自
分
の
態
度
を
決
め
る
。

ア

自
分
の
立
場
を
決
め

が
、
自
然
の
中

・

問

「

オ

バ

ケ

学

習

に

意

味

は

あ

る

て
い
る

挙
手
確
認

で
民
衆
と
共
存

か
。
」

導

す
る
う
ち
に
、

４

既
習
事
項
を
確
か
め
る
。

４

前
時
ま
で
の
学
習
を
想
起
す
る
。

矮
小
化
し
、
オ

ａ
「
オ
バ
ケ
」
の
指
示
内
容

ａ

妖
怪
変
化

エ

前
時
ま
で
の
学
習
を

バ
ケ
に
な
っ

ｂ
オ
バ
ケ
の
発
生

ｂ

神
が
…
…
矮
小
化
し
オ
バ
ケ
に
な
る

理
解
し
て
い
る

問
答

た
」

ｃ
オ
バ
ケ
と
幽
霊

ｃ

区
別
が
あ
る
。
柳
田
国
男
説
に
依
る
。

ｄ
「
オ
バ
ケ
」
の
意
味

５
分

ｄ
「
カ
ゲ
の
思
想
」

画

○
《
具
体
例
》

５

本
文
の
《
具
体
例
》
を
問
う
。

５

《
具
体
例
》
に
つ
い
て
答
え
る
。

エ

《
具
体
例
》
を
指
摘

の
検
討

・
「
ど
ん
な
オ
バ
ケ
が
、
い
く
つ
挙
げ

・
テ
ン
グ
、
カ
ッ
パ
、
三
つ
目
大
僧
、
一
つ
目

す
る
こ
と
が
で
き
る

ら
れ
て
い
た
か
。
」

小
僧
、
ろ
く
ろ
っ
首
、
傘
オ
バ
ケ
、
ヤ
マ
ン
バ
、

挙
手
確
認

計

（
・
カ
ナ
表
記
に
も
注
目
さ
せ
る
。
）

サ
タ
ン
、
ド
ラ
キ
ュ
ラ
、
鬼
（
ナ
マ
ハ
ゲ
）
、
の

九
つ
と
、
平
知
盛
幽
霊
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

・
予
備
調
査
の
資
料
を
配
付
す
る
。

・
資
料
に
注
目
す
る
。

ウ
求
め
に
応
じ
、
書
い
て

導

（
・
「
オ
バ
ケ
は
、
い
く
つ
い
る
か
」
）

（
・
無
数
）

い
る

・
「
自
然
の
中
の
オ
バ
ケ
」
と
は

・
山
―
テ
ン
グ
、
ヤ
マ
ン
バ
、
鬼
／
川
―
カ
ッ
パ

エ

語
の
対
応
を
指
摘

・
「
民
衆
と
共
存
す
る
オ
バ
ケ
」
と
は

・
芸
能
―
鬼
太
鼓
、
年
中
行
事
―
ナ
マ
ハ
ゲ

す
る
こ
と
が
で
き
る

指

・
オ
バ
ケ
が
使
わ
れ
て
い
る
言
葉
は

・
「
テ
ン
グ
に
な
る
」
「
―
礫
」
「
―
倒
し
」
／

「
カ
ッ
パ
の
川
流
れ
」
「
―
の
屁
」
「
―
巻
き
」
／

オ

語
彙
を
理
解
し
て

「
鬼
の
首
で
も
取
っ
た
よ
う
」
「
―
の
目
に
も
涙
」

い
る

習

「
―
心
を
鬼
に
す
る
」
「
―
に
金
棒
」
「
―
の
攪

分

乱
」
ほ
か

10

○
《
対
比
》
の

６

本
文
の
《
対
比
》
を
ま
と
め
、
内
容

６

《
対
比
》
を
整
理
す
る
。

エ

《
対
比
》
を
的
確
に

学

開

確
認

を
再
構
成
す
る
。

ａ

跳
梁
者

ペ
ッ
ト

つ
か
ん
で
い
る

⇔

ａ

オ
バ
ケ
の
古
今
／
・
人
形
提
示

ｂ

復
讐
者

自
然
に
住
む
民
衆
と
の
共
存
者

⇔

ｂ

オ
バ
ケ
の
西
東

ｃ

共
同
体
・
田
園
的

個
人
主
義
・
都
会
的

⇔

の

展

ｃ

オ
バ
ケ
と
幽
霊

（
・

超
個
人
主
義
的
・
超
都
会
的
か
）

（
・

オ
バ
ケ
、
幽
霊
に
続
く
も
の
）

ウ

材
料
を
観
察
で
得
て

・
資
料
に
も
注
目
さ
せ
る
。

分

い
る

10

時

○
《
逆
説
》
の

７

「
非
合
理
な
面
も
、
そ
の
生
活
の
中

エ

「
レ
ト
リ
ッ
ク
」
を

検
討

に
溶
け
込
ま
せ
る
健
康
な
合
理
性
」
を

・
《
逆
説
》
の
「
レ
ト
リ
ッ
ク
」

理
解
し
て
い
る

検
討
さ
せ
る
。

・
オ
バ
ケ
、
幽
霊

本

・

表
現
の
特
徴
を
指
摘
ざ
せ
る

・
論
理
に
か
な
う
こ
と

・
「
非
合
理
な
面
」
の
指
示
内
容

・
身
を
慎
み
、
人
の
恨
み
を
買
わ
ず
、
危
険
な

・
「
合
理
」
の
意
味

場
所
に
近
づ
か
ね
ば
、
恐
ろ
し
い
こ
と
は
な
い
、
と

エ

《
逆
説
》
が
理
解

・
「
合
理
性
」
の
指
示
内
容

分

い
う
論
理

で
き
る

10

○
《
主
張
》
の

８

『
カ
ゲ
の
思
想
』
と
は
何
か
、
つ
か

・
「
ホ
ン
ネ
」
＝
「
ウ
ラ
」
＝
「
オ
バ
ケ
・

エ

系
列
の
語
を
辿
る

把
握

ま
せ
る
。

幽
霊
」
＝
「
陰
影
の
ひ
だ
」
＝
「
生
活
の
深
み
」

こ
と
が
で
き
る

・
系
列
の
語
を
辿
ら
せ
る

＝
「
カ
ゲ
の
思
想
」

・
言
い
換
え
を
さ
せ
る

・
民
衆
の
知
恵
、
自
然
崇
拝
ア
ニ
ミ
ズ
ム
、
鎮
魂

イ

他
人
の
考
え
を

分

戒
め
、
合
理
化
、
生
活
思
想
（
、
ジ
ン
ク
ス
、
マ
ー

的
確
に
聞
き
取
っ
て
い
る

10

フ
ィ
ー
の
法
則
、
ト
リ
ビ
ア
）
。

○
発
展

９

「
オ
バ
ケ
」
の
意
味
を
さ
ら
に
見

９

「
オ
バ
ケ
」
の
意
味
を
見
出
す
。

イ

自
分
な
り
の
考
え
を

め

「
オ
バ
ケ
は
生

出
さ
せ
る
。

・
…
…
問
題
の
解
決
装
置
、
言
葉
遊
び
、
文
学
の

話
す

活
に
深
み
を
加

・
例
を
提
示
す
る

手
法
、
娯
楽
、
社
会
の
反
映

と

え
る
。
」

・
読
書
案
内

エ

読
書
案
内
を
使
う

オ
バ
ケ
学
習
の
意
味
を
振
り
返
ら

感
想
、
自
己
評
価
を
記
す
。

10

10

ま

せ
る
。

ア
ウ

学
習
を
、
書
い
て

・
評
価
用
紙
を
配
布
す
る
。

５
分

振
り
返
ろ
う
と
す
る

備
考

※
補
助
教
材
：
別
役
実
『
も
の
の
け
づ
く
し
』
（
ハ
ヤ
カ
ワ
文
庫
）
ほ
か



オ
モ
テ
と
ウ
ラ
が
あ
る
と
い
う
「
も
の
の
見
方
、
感
じ
方
、
考
え
方
を
広
げ
」
よ
う
と
し
て
い
る
。

現
在
の
日
本
人
に
対
す
る
自
分
の
考
え
方
を
深
め
た
り
発
展
さ
せ
た
り
す
る
。

カ
ゲ
の
思
想
「
言
語
生
活
の
在
り
方
」
「
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
」

「
国
語
の
授
業
を
学
ぶ
会
」
平
成
十
五
年

十
月

一
日
、
桜
城
小
学
校
、
藤
井
実
践










